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ダルバール広場

位置 

ラリトプルの位置

座標 : 北緯27度42分 東経85度21分

歴史 
建設 299年 
旧名 パタン 

創設者 ヴィール・デーヴァ 
行政 

国 ネパール
 州 第三州
 郡 ラリトプル郡
 市 ラリトプル

地理 
面積

  市域 15.15 km2

人口 
人口 （2011年6月22日現在） 

  市域 226,728人 

パタン (ネパール)

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

パタン（ネパール語: यल、英語: Patan、サンスク
リット:��टन, ヤラ）はネパールの古都。 正式の

都市名はラリトプル（Lalitpur）。 2011年の人口
は22万6728人[1]で、国内3位。 カトマンズ盆地南
西部に位置し、準大都市自治体。 豊かな文化遺

産に恵まれる。
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ラリトプル市はバグワティ川南岸の台地に位置

し、川の北岸は首都カトマンズ市である。 古代

の湖ナグワダに堆積した粘土と砂利の薄い層の上

に、湖が乾燥した後、発展した。 カトマンズ、

ポカラ､ビラートナガルと並んで国内の大都市の

一つである。 市域は22の区に分けられている
[2]。

パタンは西暦299年にヴィール・デーヴァ王によ
り設立されたと言われているが、学者たちの定説

ではパタンは古代に設立され、発展したとされて

いる。中世にはマッラ朝により、さらに拡大され

た。 多くの伝説を含むいくつかの歴史的記録に

よれば、パタンはカトマンズ盆地で一番古い都市
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人口密度   14,965.5人/km2
であるとされている。 非常に古いキラット年代

記の一つにはパタンはリッチャヴィ朝の支配者た

ちがカトマンズ盆地に侵入する前に創設されているとされている。 その年代記によればキ

ラット王朝の最も古い首都はタンコットであった。キラットの王、ヤランベルが権力を掌握

すると、現在の首都、カトマンズは2世紀頃、タンコットからパタンに移動させられたと考え
られている。 パタンをネワール語で表現するときに最も使われる「ヤラ」はヤランベル王が

自分の名前をつけたといわれる[3][4]。

統一マッラ朝は1484年にバクタプル・マッラ朝（バクタプル王国）からカトマンズ・マッラ
朝（カトマンズ王国）が独立し、さらに、1619年までに、パタン・マッラ朝（パタン王国）
が独立して三王国時代に入る。パタン（ラリトプル）には当時の王宮はじめ多くの文化財が

残されている[5]。

人口のかなりの部分はさまざまな手仕事、特に伝統工芸や、小規模な家内工業に、また、農

業に従事するものも多い。 ラリトプルはネパールで最も多くの歴史に残る有名な芸術家や最

高の工芸家を生み出した場所である。 多くの社会的、政治的激変にもかかわらず、パタンは

現存する最高の職人を維持してきた[6]。

パタンは最初、仏教の「ダルマ・チャクラ」（法輪）の形に設計されていた。パタンの市域

の周囲には四つの塚があり、人々のあいだではアショーカ王の仏塔として知られている。 伝

説によると、インドの王アショーカは紀元前250年に娘とともに、カトマンズを訪れ、パタン
の周囲に4つ、中心に一つの仏塔を立てたという[7]。 パタンにはさまざまな規模や形の仏教の

記念物が1，200以上存在する。

町の最も重要な記念物はパタン・ダルバール広場である。これはユネスコの世界遺産「カト

マンズ盆地」の一部として登録されている。

パタンは非常に芸術的な都市として知られている。ど

のような形のネパールの芸術も神にささげられ、町の

中には多くの寺院や僧坊がある。

◾ パタン・ダルバール広場：16世紀から18世紀にか
けて建てられたマッラ王朝の遺構。旧王宮、寺院
が立ち並ぶ。世界遺産。

◾ ヒラニャ・ヴァルナ・マハー・ヴィハール：黄金
の寺院。

◾ ルードラ・ヴァルナ・マハヴィハール

◾ バングラムキ寺院:ヒンドゥー教寺院。

◾ クンベシュワール寺院: 1392年、マッラ朝ジャヤンシッディ王の建立したシヴァ神を祀る
寺院。数少ない五重塔を持つ。
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◾ マチェンドラナート寺院：シヴァ神の化身マチェンドラナートを祀る。仏教徒は観世音菩
薩として信仰する。山車祭りで有名。

◾ マハボーダ寺院：高さ30メートルの仏塔に9000の仏が彫られている。インドのブッダガ
ヤに参拝した建築職人が1564年から1600年にかけて親子3代で完成させた[8][9]。

1. ^ City Population (https://www.citypopulation.de/Nepal-Cities.html%7Ctitle=)閲覧
日：2017年1月14日 

2. ^ en:Patan, Nepal
3. ^ en:Patan, Nepal
4. ^ 佐伯和彦はキラット（キラータ）王朝の存在を疑っている。「ネパール全史」73p 
5. ^ 佐伯和彦「ネパール全史」明石書店358p 
6. ^ en:Patan, Nepal
7. ^ 佐伯はこの「仏塔」はアショーカ王のものではないとしている。「ネパール全史」36p 
8. ^ en:Patan, Nepal
9. ^ 「地球の歩き方・ネパール」100～105p 

◾ 英語版en:Patan, Nepal（00:46, 24 June 2008）

◾ 佐伯和彦「ネパール全史」明石書店

◾ 「地球の歩き方・ネパール’07～’08」ダイヤモンド社

◾ パタン (ネパール)のバーチャルツアー (http://www.nepalopedia.com/Default.aspx?
TOUR=0063)

◾ パタン（動画） 
(http://video.nifty.com/cs/catalog/video_metadata/catalog_071124044657_1.htm)

◾ パタン・仏教工芸の町 (http://itotai.cool.ne.jp/patan.html)

◾ Official website (http://www.lalitpur.org.np/)

◾ Travel Guide (http://www.nepaltravelinfo.com/patan3.htm)

◾ Around Patan (http://www.thamel.com/destinationnepal/patan.html)

◾ Official site of the Patan Tourism Development Organization 
(http://www.patantour.com/)

◾ Patan Museum (http://www.asianart.com/patan-museum/)

◾ Images from Patan (http://www.reise-photografie.de/patan)

◾ Images on Flickr (http://www.flickr.com/photos/akkermans/tags/patan)
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「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=パタン_(ネパール)&oldid=69831990」から取得

最終更新 2018年9月5日 (水) 19:03 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される場合
があります。詳細は利用規約を参照してください。
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